
住宅事業建築主が新築する戸建住宅に係る

一次エネルギー消費量の計算方法の概要

参考資料２
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§1 対象とするエネルギー用途 と機器§1 対象とするエネルギー用途 と機器

◆計算対象となるエネルギー消費量

暖房、冷房、給湯、換気、照明暖房、冷房、給湯、換気、照明 の５用途の消費である。ＴＶ、オー

ディオ、掃除機等の家電機器や厨房用途のエネルギー消費は含まれない。

暖房：各種エアコン、温水暖房、ガス／石油のFF暖房、蓄熱電気暖房

冷房：各種エアコン

給湯：HP給湯器、ガス／石油給湯器（潜熱回収型も含む）、太陽熱利用、

節湯機器利用 など

換気：第1種及び第３種のダクト式（熱交換器の効果は建物外皮の省エネ性で評価）

照明：各種蛍光灯、白熱灯、各種省エネ手法（タイムスケジュール、調光スイッチ、

人感センサー）

エネルギー利用効率化機器：燃料電池コージェネ、ガスエンジンコージェネ、

太陽光発電

◆代表的な機器（効率などの計算に必要なデータを用意）
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§2 エネルギー消費量の計算方法の構成§2 エネルギー消費量の計算方法の構成

エネルギー消費計算方法

コジェネ不採用のケース コジェネ採用のケース

計算者が準備
し入力する
データ

換気
負荷

暖房
負荷

冷房
負荷

給湯
負荷

照明
負荷

対象用途の全エネルギー消費量

設置機器の使用
時間・モード

予め設定さ
れており、
計算者は入
力できない。

換気
エネ
消費

暖房
エネ
消費

冷房
エネ
消費

給湯
エネ
消費

照明
エネ
消費

温熱負荷（温水
暖房＋給湯）

左の内の電力
部分

実験式

太陽電池の
発電量

建設地域、外皮
性能、各室面
積・気積

設置機器の種類
と容量
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（1）コージェネレーション不採用のケース（以下のEt はEあるいはEo に相当する）

Et＝Eh＋Ec＋Ew＋Ev＋El－Es
Et：対象用途の全エネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）

Eh：暖房のエネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）

Ec：冷房のエネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）

Ew：給湯のエネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）

Ev：換気のエネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）

El：照明のエネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）

Es：エネルギー利用効率化機器（ただし、コージェネレーションは除く）

による削減エネルギー量（GJ/年）

§3 エネルギー消費量の計算式§3 エネルギー消費量の計算式

（2）コージェネレーション採用のケース（以下のEt はE ）

Et＝C1Ee+C2Lw+C3
Et：対象用途の全エネルギー消費量（1次エネルギー）（GJ/年）
Ee：暖房、冷房、照明、及び、換気用途に消費される

年間の電力消費量（kWh/年）
Lw：年間給湯負荷と温水暖房の期間負荷との合計（GJ/年）
C1：コージェネレーションの機種等で定まる係数（GJ/kWh）
C2：コージェネレーションの機種等で定まる係数（GJ/負荷GJ）
C3：コージェネレーションの機種等で定まる定数（GJ/年） 0.705.35C3

1.0980.261C2

0.9990.995C1

ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝ
ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ

燃料電池
ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ

代表機種における係数の事例
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§4 暖房／冷房のエネルギー消費量の計算方法
(1)期間暖房／冷房負荷の算定について

§4 暖房／冷房のエネルギー消費量の計算方法
(1)期間暖房／冷房負荷の算定について

室別の期間暖房負荷＆期間冷房負荷[W] Lij
※各地域の代表地点の負荷が計算され、固定データとして与えられている。
・代表地点は、拡張アメダス気象データ（842地点）を用いた負荷計算結果に基づき、選定された。

期間暖房負荷＆期間冷房負荷※

地域別
（8区分）

戸建
集合

全館連続
全居室連続
部分間欠

LDK
寝室等

H4基準
H11基準

H11基準超

●上記の条件の選択

●各室の床面積の入力
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エネルギー消費量 Eh
＝ΣΣLit ÷ COPit ×1次エネ換算値

t     i

(2) 暖房／冷房のエネルギー消費量計算(2) 暖房／冷房のエネルギー消費量計算

エネルギー消費量 Eh

=期間負荷×1次エネルギー消費係数

エアコン エアコン以外の機器

COP(To=1)
COP(To=2)
COP(To=3)
COP(To=4)

Lit（時刻 t における暖房機
器 i の暖冷房負荷）

(負荷の大きさ）

To=1：外気温12℃以上
To=2：外気温7～12℃
To=3：外気温2～7℃
To=4：外気温2℃未満

※１室で複数の暖冷房機器を使用するときは、各機器の使用順序を定め、上記の計算を行
い、各機器のエネルギー消費量の合計を求める。

次頁参照

室 i ごとに計算し、住戸全体の合計とする



6

暖房運転時

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

0 0.5 1 1.5
負荷率

補
正
係
数

Ｃ
１
×
補

正
係
数

Ｃ
2

(外)12℃以下7℃超
(外)12℃超
(外)7℃以下2℃超
(外)2℃以下

冷房運転時

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

0 0.5 1 1.5
負荷率

補
正

係
数

Ｃ
１
×

補
正

係
数

Ｃ
2

(外)35℃以上

(外)35℃未満25℃以上

(外)25℃未満

エネルギー消費効率(COP)は外気温及び
負荷率によって変化する【実測結果】

これらの実測結果に基づき、COPを負荷率
と外気温の関数で表した。

1)エアコンのCOPの特性1)エアコンのCOPの特性

定格COP
(カタログ値)
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室iの年間一次エネルギー消費量の算定

室iの年間一次エネルギー消費量の算定

2)エアコン以外の機器2)エアコン以外の機器

当該機器の消費エネルギー量の計算

機器の選定：
蓄熱効率（有効蓄熱率） 決定 RSE

エネルギー効率の決定 R
RSE≧90%のとき R=0.9
RSE<90%のとき R=0.85

100
HEC

SERSE ×
×

=

当該機器の消費エネルギー量の計算

機器の選定：
一次エネルギー消費係数の決定 Ch

電気蓄熱式暖房機器
（強制放熱式のみ対象）

ＦＦ式石油暖房機器

Ehi：室iにおけるエネルギー消費量
Lhi：室iにおける暖房負荷
ECEL：電力の一次エネルギー換算係数

i,t i,tEh Ch Lh= ×∑∑

年間1次エネルギー消費量 Ehの算定

（時刻tおよび機器iの総和）ECEL
R

10.LhEh 4
ii ××××=

1782 －

年間1次エネルギー消費量 Ehの算定
（Ehiの総和）
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Chiの算定

R：対流型暖房に対する放射型暖房の

エネルギー消費率0.9

1次エネルギー消費量の算定

Eht：時刻tにおける暖房の一次エネルギー消費

パネル上下放熱率の決定 Cpanel,i
（床下側熱抵抗値の計算）

使用する熱源機の選定
熱源機の一次エネルギー消費係数の決定 Cb

i,t
t b,t pipe,i pipe,i i,t

i panel,i

L R
Eh C C l T

C
 ×

= × + × ×∆  
 

∑

使用する配管の選定 Cpipe,i
（サヤ管、断熱管）

使用する配管長さの決定 lpipe,i
（サヤ管、断熱管）

配管の温水温度と周囲温度（平均）の算定ΔTi,t

（外気温度と居室温度および負荷に依存）

3)エアコン以外の機器3)エアコン以外の機器

当該機器の消費エネルギー量の計算

年間1次エネルギー消費量 Eh

温水式放射パネル等

tEh Eh=∑
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§5 給湯のエネルギー消費量の計算方法§5 給湯のエネルギー消費量の計算方法

標準的な機器を使用
する場合

太陽熱温水器または節
湯機器を併用する場合

次頁参照地域区分と給湯器機の種類に応じ、下表の数値を用いて計算

Ew：給湯エネルギー消費量LwCwEw ×=

11.614.816.318.219.319.821.321.8

ⅥⅤⅣbⅣaⅢⅡⅠbⅠa

給湯機器の年間負荷 Lw （GJ/年）

給湯器の一次エネルギー消費係数 Cw

地域
Ⅰa Ⅰb Ⅱ Ⅲ Ⅳa Ⅳb Ⅴ Ⅵ

ガス瞬間式（従来型） 1.38 1.37 1.37 1.36 1.36 1.36 1.36 1.37
ガス瞬間式（潜熱回収型） 1.12 1.12 1.12 1.13 1.13 1.14 1.14 1.17
石油瞬間貯湯式 1.44 1.42 1.38 1.36 1.34 1.32 1.30 1.31
石油瞬間式（従来型） 1.40 1.37 1.34 1.33 1.30 1.28 1.27 1.27
石油瞬間式（潜熱回収型） 1.13 1.13 1.13 1.13 1.13 1.14 1.14 1.15
電気温水器（ヒーター式） 3.57 3.59 3.62 3.61 3.63 3.65 3.67 3.75

全地域で

ガス従来型が

基準

全地域で

ガス従来型が

基準
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補正機器効率の算定 Rmonth_day
（計算対象地域の外界気象に合わせ基準機器効率を補正）

Cmonth_day：各月の代表日における一日あたり

の一次エネルギー消費係数

1ヶ月あたりの消費エネルギー量の算定

Dmonth_day：各月代表日の日数

基準給湯熱負荷の算定
（計算対象地域の外気温度、給水温度を考慮）

補正給湯量の算定
（節湯機器導入による給湯量削減効果を考慮）

補正給湯熱負荷の算定 HLHW_day_adj
（太陽熱利用による負荷削減分を考慮）

年間1次エネルギー消費量 Ewの算定
（各月EW_monthの総和）

(1)太陽熱温水器または節湯機器を併用する場合(1)太陽熱温水器または節湯機器を併用する場合

基準給湯量の設定
（修正M1モード4人家族の平均値450L/日）

当該給湯機器の消費エネルギー量計算

日ごとに算定

month_day
day_month R

1C =

day_month
day

adj_day_HWday_monthmonth_W CHLDE ∑
=

=
6

1

基準機器効率の設定
（給湯器別の代表値もしくは効率試験による）

各月代表6日分繰り返し
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住宅の必要換気量の設定 Q0

機器ごと、運転モードごと
の換気設計

機器台数m分繰り返し

Qi時の消費電力を調べる EWi

当該機器の消費エネルギー量計算

§6 換気のエネルギー消費量の計算方法§6 換気のエネルギー消費量の計算方法

年間1次エネルギー消費量 Evの算定

9
8760

1 1

10−
= =

××=∑∑ ECELEEv
t

m

i
Wi
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年間1次エネルギー消費量 Elの算定

照明設備iの消費電力
照明設備iの消費電力IPLi×照明設備iの台数li

照明設備の種別m分繰り返し

当該機器の消費エネルギー量の計算

室jの年間点灯時間tj［h/年］の設定

照明設備ごとの設定

( ( ) ) 9
jj

1
ii

1
l 10ECELLCtlIPLE −

==

×××××= ∑∑
m

i

n

j

§7 照明のエネルギー消費量の計算方法§7 照明のエネルギー消費量の計算方法

室ごとの設定

室jの照明制御等による補正係数LCjの設定

室の種別n分繰り返し


